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牛コレステロ ー ル代湖異常症の発症が疑われた

アポリポタンパク質B遺伝子変異ヘテロ個体の1症例
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要 約

5カ月齢のホルスタイン種雌育成牛が、削痩および間欠性の水様性下痢を呈した。 総 コ レステロ ール濃度が7mg/

dlと著しい低値であったため、 コ レステロ ール代謝異常症(Cholesterol Deficiency : CD)を疑ってpolymerase chain 

reaction (PCR)検査を実施したところ、アポリポタンパク質B遺伝子(APOB)変異ヘテロと診断された。 症例の一般

状態は経過観察中に安定し、糞便性状は徐々に回復して有形便となったが、栄養状態は改善されなかった。 APOB変異

ヘテロ個体であっても、CDに類似する症状が発現することが確認された。 APOB変異ヘテロ個体では総 コ レステロ ール

濃度の低値により、環境変化や感染症に対する抵抗性が低下している可能性が考えられた。
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牛 コ レ ス テ ロ ー ル 代 謝 異 常 症 ( C h o l e s t e r o l D e fi

ciency: CD)は、カナダの種雄牛モ ーリンスト ー ムを起

源とするホルスタイン種の遺伝性疾患であり、201 5年に

初めて報告された[I]。 本症ではアポリポタンパク質B遺

伝子(APOB)への塩基挿入変異により、正常なアポリ

ポタンパク質B(APOB )が生成されないため、 重度の

低 コ レステロ ール(TC)血症を呈し、成長不良、慢性下

痢、 削痩などの臨床症状を発現する [2-6] 。 CDは常染色

体劣性遺伝とされており [I、 3]、APOB変異ホモ接合体（ホ

モ）となった個体だけが発症するはずであるが、APOB

変異ヘテロ接合体（ヘテロ）個体におけるCD様症状の発

症例を著者らは報告した [7] 。 今回、 ヘテロにも関わら

ずCDと 類似の症状を呈した症例をさらに 1 例経験したた

め、 その概要を報告する。

症 例

症例は北海道十勝管内で飼養 されていたホルスタイン

種育成牛で、 出生 から3カ月齢まで正常に発育した後に

育成牧場に預託されたが、 約4カ月齢で間欠性下 痢およ

び元気消失を呈したので下牧させ、 5カ月齢時(14 7日

齢）に診療に付された。 初診時（第 1 病日）、体温39.7

℃、 心拍数84回／分で、 泥状下痢、 眼球陥凹および食欲

不振を呈し、同居する3カ月齢の子 牛と同程度の体格で

あった。 糞便検査では異常は認められず、牛ウイルス性

下痢ウイルス(bovine viral diarrhea virus : BVDV) 

抗原検査は陰性であった。 初診時の血液および血液生化

学検査にて、TCが7mg/dl、 中性脂肪(TG)が2mg/

dlと著しい低値を認めた（表1)ためCDを疑い、 帯広畜

産大学にてpolymerase chain reaction (PCR)検査 [8]

を行ったと こ ろ 、 APOB変異ヘテロと診断された（図

1 )。

症例は第11病日に病性鑑定のため 帯広畜産大学に搬入

された。 搬入時の身体検査にて、体温39.5℃、 心拍数

108 回／分、 呼吸数24 回／分、被毛粗剛、 眼球陥凹、 削痩
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